
ママにも小遣いを
文・星　洋子 さん

くりやまライフサポーター
応援ファイナンシャル・プランナー（FP）

や
り
く
り
上
手
に
な
る
た
め
に

　

夏
休
み
で
お
金
が
か
か
り
過

ぎ
て
、
今
月
は
家
計
の
や
り
く

り
が
厳
し
い
！
と
い
う
人
は
い

ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
や
り
く
り
上
手
に

な
り
た
い
人
へ
小
遣
い
の
話
で

す
。
と
い
っ
て
も
子
ど
も
や
夫

の
小
遣
い
で
は
な
く
、
妻
の
小

遣
い
で
す
。
家
計
相
談
で
話
を

伺
う
と
、
小
遣
い
を
も
ら
っ
て

い
る
人
と
も
ら
っ
て
い
な
い
人

の
割
合
は
半
々
く
ら
い
で
す
。

　

先
日
も
、
相
談
者
に
「
小
遣

い
は
？
」
と
聞
く
と
「
余
裕
が

無
い
」
と
の
こ
と
。
し
か
し
家

計
簿
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
友

人
と
の
ラ
ン
チ
は
食
費
か
ら
、

化
粧
品
や
雑
誌
代
は
雑
費
か
ら

の
支
出
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、小
遣
い
と
い
う「
予

算
」
が
な
い
た
め
、
妻
関
係
の

支
出
は
全
て
他
の
費
目
に
振
り

分
け
ら
れ
、
そ
の
瞬
間
に
家
族

共
通
の
支
出
に
な
り
ま
す
。
ま

る
で
手
品
で
す
ね
。

　

や
り
く
り
上
手
に
な
る
た
め

に
は
予
算
を
立
て
る
こ
と
と
、

そ
の
予
算
の
使
い
道
を
後
で
振

り
返
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
妻
も
小
遣
い
を

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
小
遣
い
を

捻
出
す
る
と
他
の
費
目
の
予
算

は
減
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
妻

の
分
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
す

か
ら
同
じ
こ
と
で
す
。

　

小
遣
い
を
も
ら
う
た
め
に
今

以
上
に
節
約
を
心
掛
け
、
貰
っ

た
小
遣
い
の
使
い
方
も
気
を
つ

け
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

以
前
、
相
談
に
見
え
た
人
の

お
話
し
。「
夫
に
私
の
小
遣
い

の
額
を
言
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
夫
も
簡
単
に
は
自
分

の
小
遣
い
の
値
上
げ
を
要
求
し

な
い
」。
妻
の
小
遣
い
に
は
こ

ん
な
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ほ
し　
よ
う
こ

１
級
Ｆ
Ｐ
技
能
士
、
２
級
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン

ナ
ー
。
一
般
企
業
で
10
年
以
上
経
理
・

総
務
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
自
身
の

家
計
の
見
直
し
の
た
め
に
Ｆ
Ｐ
の
資
格

を
取
得
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る

独
立
型
Ｆ
Ｐ
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、

相
談
業
務
な
ど
を
中
心
に
活
躍
中
。

お金の
おはなし

コラム

Vol.10
特別編

ふるさと栗山で輝く町民をクローズアッ
プ

  ふ
る

さ
と

栗
山

で
輝

く
町

民
を

ク
ロ

ーズアップ  ふるさと栗山で輝く町民をクロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

  ふ
る

さ
と

栗
山

で
輝

く
町

民

きらり
☆

栗山人

デビュー戦で予選突破
プロゴルファーとして活躍

田村  亜矢さん (20 歳 )

　

今
年
度
の
日
本
女
子
プ
ロ
ゴ

ル
フ
協
会
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格

し
た
田
村
亜
矢
さ
ん
。
２
度

目
の
挑
戦
で
の
悲
願
達
成
に
、

「
途
中
で
（
ス
コ
ア
が
）
崩
れ

て
も
立
て
直
せ
る
よ
う
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
た
こ
と
が
合
格

に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
振
り

返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
、
小
学
１
年
生

で
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
小
学
３
年

生
の
時
に
日
記
に
書
い
た
「
ゴ

ル
フ
の
プ
ロ
に
な
り
た
い
」
と

の
思
い
が
、
本
格
的
に
ゴ
ル
フ

を
始
め
て
い
く
原
点
。

ビ
ュ
ー
戦
「
北
海
道
ｍ
ｅ
ｉ
ｊ

ｉ
カ
ッ
プ
（
８
月
４
日
～
６

日
）」
で
は
、
予
選
ラ
ウ
ン
ド

（
２
日
間
）
を
２
ア
ン
ダ
ー
で

回
り
、決
勝
ラ
ウ
ン
ド
に
進
出
。

３
日
間
ト
ー
タ
ル
で
、
２
オ
ー

バ
ー
32
位
タ
イ
の
成
績
を
残
し

ま
し
た
。
田
村
さ
ん
は
「
落
ち

着
い
て
プ
レ
ー
で
き
た
し
、
す

ご
く
楽
し
く
回
れ
ま
し
た
」
と

話
し
、「
デ
ビ
ュ
ー
戦
は
詰
め

の
甘
さ
が
出
ま
し
た
が
、
飛
距

離
も
出
た
し
、
プ
ロ
で
や
っ
て

い
く
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
プ
ロ
の
『
田
村

亜
矢
』
と
し
て
自
信
を
持
っ

て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
周
り

か
ら
愛
さ
れ
る
選
手
を
目
指
し

ま
す
」
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

逸
材
が
揃
う
「
黄
金
世
代
」

の
一
人
と
し
て
今
後
の
活
躍
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【プロフィール】
たむら　あや 
平成 9 年 4 月 15 日生まれ。
宮城県利府町在住。7 歳で
ゴルフを始め、栗山中学校・
東北高校時代から各種大会
で優勝を重ねる。今年 7 月
の女子ゴルフプロテストで
見事合格を果たす。得意な
クラブは 1W で、平均飛距
離は 240 ヤード。

平成 21 年 1 月号広報
で夢を語る田村さん

プロゴルファーに
今年はジュニアゴルフで全国上位を
田村　亜矢 さん（11 歳・朝日 3）

TAMURA　AYA

ＦＰ無料個別相談
ファイナンシャル・プランナーによる

　なかなか貯蓄できない・家族が増えたので保険の
見直しを考えたい・将来の教育費はいくら準備すれ
ばいいのかわからない・結婚資金について知りたい・
これから住宅購入を考えているが、ローンの組み方
がわからない…など
○グループでは、「ＦＰ出前講座」をぜひご利用く

ださい！

個別訪問

　講師と申込者で日時を調整し、訪問日程を決定　家計のお悩み、保険やローンの見直し、ライフプ
ランなどについて、相談者の悩みに応じたアドバイ
スを星洋子ＦＰから無料で受けることができます。
　今年は、ご家庭に個別訪問します。

【申込先・問い合わせ】
　町若者定住推進室
　☎ 73-7521
　E メール
　wakamonoteijuu
　@town.kuriyama.hokkaido.jp

こんな方にオススメ！

申込方法

　電話またはメールで、住所・名前・電話番号・希
望の日時を、下記に伝えて申し込み

費用
は

無料

　

小
学
５
年
生
の
時
に
、
広
報

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
話
し
て
く

れ
た
「
も
ち
ろ
ん
ゴ
ル
フ
は
続

け
て
い
き
ま
す
。
プ
ロ
を
目
指

し
て
い
る
か
ら
」
の
決
意
ど
お

り
、
栗
山
中
学
校
か
ら
ゴ
ル
フ

の
名
門
「
東
北
高
校
」
を
経
て
、

見
事
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
夢
を

実
現
し
ま
し
た
。

　

故
郷
・
北
海
道
で
の
プ
ロ
デ
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【
今
年
の
参
戦
（
予
定
）】

○
ニ
ト
リ
レ
デ
ィ
ス
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
（
８
月
24
日
～
27
日
）
出
場

○
ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
杯
ダ
ン
ロ
ッ
プ
女
子

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
９
月
22
日
～
24
日
）
出
場
予
定



小
松
天
皇
よ
り
端
泉
寺
へ
下
賜
さ

れ
、
年
代
お
よ
び
諸
資
料
か
ら
約

６
２
０
～
６
５
０
年
前
、
室
町
時
代

の
仏
師
「
康こ

う
し
ゅ
ん俊

＝
運う

ん
け
い慶

曾ひ
ま
ご孫

」
作
で

は
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
▽
光
明

寺
の
太
子
像
は
、
童
子
の
愛
ら
し
さ

と
英え

い
ま
い邁

な
智ち

え慧
の
輝
き
を
備
え
、
背

景
に
鎌
倉
時
代
の
宗
教
上
の
太
子
幼

年
期
を
敬け

い
ぼ慕

す
る
思
想
が
う
か
が
い

知
れ
ま
す
。
今
後
、
詳
し
い
調
査
か

ら
、
歴
史
的
文
化
的
な
価
値
あ
る
希

少
な
「
聖
徳
太
子
二
歳
像
」
と
信
じ

ま
す
。
▽
ふ
る
さ
と
の
先
人
が
慈
し

ん
だ「
聖
徳
太
子
二
歳
像
」は
、大
正
・

昭
和
・
平
成
ま
で
静
か
に
見
守
り
続

け
る
庶
民
仏
教
史
の
象
徴
で
す
。
は

る
か
６
０
０
数
十
年
前
、
室
町
幕
府

を
開
い
た
日
本
文
化
原
型
と
も
言
え

る
聖
徳
太
子
像
は
、
わ
が
街
の
未
来

に
新
た
な
ふ
る
さ
と
価
値
を
資
す
れ

ば
幸
い
で
す
。（
高
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室

　

☎
�
７
８
２
０

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.15

平
成
の
街
に
…
六
百
数
十
年
前
の
聖
徳
太
子
像
が
？

　

町
内
の
各
寺
を
調
査
中
、
光
明
寺

本
堂
で
「
聖
徳
太
子
二
歳
像
」
を
発

見
し
ま
し
た
。
日
本
の
夜
明
け
で
あ

る
千
四
百
数
十
年
前
、
聖
徳
太
子
は

飛
鳥
時
代
の
摂
政
で
、
17
条
憲
法
制

定
や
遣
隋
使
派
遣
を
し
て
、
仏
教
導

入
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
聖
徳
太
子

は
、
信
仰
対
象
と
し
て
鎌
倉
時
代
に

建
築
職
人
な
ど
の
守
護
神
と
し
て
ま

つ
ら
れ
、
そ
の
太
子
講
が
各
地
に
広

ま
り
ま
し
た
。

▽
光
明
寺
百
年
誌
な
ど
に
は
、
太
子

堂
の
興
味
深
い
記
録
が
あ
り
ま
す
。

大
正
12
年
、
中
越
懇
話
会
有
志
が
富

山
県
井
波
町
の
名
刹
「
端ず

い
せ
ん
じ

泉
寺
」
に

寄
進
し
、「
聖
徳
太
子
二
歳
像
」
下

附
（
原
文
）
願
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。
同
14
年
、
村
上
太
作
な
ど
が
瑞

泉
寺
へ
出
向
き
、
伝
来
す
る
宝
物
の

太
子
像
３
駆
の
１
躯
を
下
附
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
16
年
、
聖
徳
太
子
奉
賛

協
議
会
が
太
子
講
活
動
を
展
開
、
同

26
年
に
太
子
堂
建
築
委
員
会
設
立
、

同
28
年
８
月
６
日
に
光
明
寺
境
内
に

太
子
堂
が
完
成
し
ま
し
た
。し
か
し
、

半
世
紀
を
経
て
御
堂
の
老
朽
が
著
し

く
平
成
20
年
に
解
体
。
太
子
像
は
、

本
堂
内
陣
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。
▽

こ
の
「
聖
徳
太
子
二
歳
像
」
は
、
後

Ｒ
や
新
た
な
寄
附
者
の
獲
得
に
つ
な

げ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
月
末
に
は
東
京
の
代
々

木
公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
産

直
フ
ェ
ア
」
や
、
10
月
に
は
横
浜
で

開
催
さ
れ
る
「
東
京
湾
大
感
謝
祭
」

に
も
出
向
い
て
、
一
人
で
も
多
く
の

人
に
栗
山
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
宣
伝
し
て
き
ま
す
。

　

９
月
に
入
り
、
朝
晩
の
気
温
が
下

が
っ
て
き
ま
し
た
。「
暑
さ
寒
さ
も

彼
岸
ま
で
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ

り
ま
す
が
、
北
海
道
の
場
合
は
暑
さ

は
お
盆
ま
で
だ
と
感
じ
ま
す
。
季
節

の
変
わ
り
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
！

全
国
各
地
で
栗
山
町
を
Ｐ
Ｒ
！

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですVOL.15
　

こ
ん
に
ち
は
、
石
井
で
す
。

　

月
日
が
流
れ
る
の
は
早
い
も
の

で
、
私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
栗
山
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
か
ら

１
年
半
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
、
協
力
隊
で
い
ら
れ
る
期

間
は
３
年
で
す
の
で
、
も
う
す
ぐ
折

り
返
し
地
点
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
折
り
返
し
地
点
が
見
え
て

き
た
最
近
の
活
動
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
町
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ

か
に
、
実
際
に
各
地
に
出
向
い
て
Ｐ

Ｒ
す
る
活
動
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い

ま
す
。

　

７
月
に
は
福
岡
県
博
多
市
の
飲
食

店
で
「
北
海
道
ク
リ
ヤ
マ
ナ
イ
ト
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
実
際
に
町
の
特
産
品
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
い
た
り
町
の
魅
力
を

紹
介
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

き
っ
と
九
州
に
栗
山
フ
ァ
ン
が
増
え

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
月
の
２
日
と
３
日
に
は

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
ふ
る
さ
と
納

税
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
に
も
出
展
し
て
町
の
Ｐ

　

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会
議
所

の
池
下
雄
介
で
す
。

　

さ
て
、
栗
山
青

年
会
議
所
で
は
９

月
２
日
㈯
に
「
夕

張
川
関
連
事
業
ぼ

く
ら
の
故
郷
夕
張
川
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
！
～
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
ろ

う
！
～
」
を
行
い
ま
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
当
事
業
で
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
諸
団

体
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
今

年
で
10
回
目
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

例
年
、
雨
煙
別
川
で
は
「
サ
ケ
稚

魚
放
流
」
を
行
っ
て
お
り
、
今
春
も

約
１
万
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
食
卓

で
も
馴
染
み
の
あ
る
「
鮭
」
で
す
が
、

一
般
に
稚
魚
放
流
か
ら
故
郷
の
川
に

戻
る
こ
と
の
で
き
る
鮭
の
成
魚
は
約

３
％
と
言
わ
れ
、
こ
こ
雨
煙
別
川
で

も
日
本
海
よ
り
毎
年
30
匹
程
度
の
鮭

が
産
卵
の
た
め
遡
上
し
て
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.68

鮭
の
遡
上
は
「
誇
れ
る
地
域
の
宝
」

　
「
地
元
の
河
川
に
鮭
が
遡
上
す
る
」

と
い
う
こ
と
は
、
鮭
に
馴
染
み
の
あ

る
北
海
道
人
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
全
国
的
に
み
る
と

そ
れ
は
「
特
別
」
な
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
わ
れ
わ
れ
栗
山
青
年
会
議
所

も
、
こ
の
「
誇
れ
る
地
域
の
宝
」
を

継
続
し
て
紡
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
使
命
感
を
抱
い
て
い

ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
10
年
目
を
迎
え
た

今
も
、
鮭
の
産
卵
場
所
と
さ
れ
て
い

る
場
所
で
は
多
く
の
不
法
投
棄
を
は

じ
め
と
す
る
「
ご
み
」
が
存
在
し
、

自
然
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
同

時
に
、
遡
上
し
て
き
た
鮭
の
産
卵
も

妨
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
72
年
ぶ
り
に
鮭
が
遡

上
し
て
き
た
「
感
動
」
を
こ
れ
か
ら

も
地
域
で
共
有
を
す
る
た
め
、
そ
し

て
「
鮭
が
遡
上
す
る
栗
山
町
」
を
子

ど
も
た
ち
の
誇
り
に
し
て
も
ら
う
た

め
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小林酒造の日本酒が
お気に入りです

聖徳太子
二歳像

が
突
然
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、
救
命

処
置
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
講
習
で
大
切
な
命
を
救
う
た

め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
心
肺
蘇

生
法
を
肌
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日　
時

　

９
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
半
～
11
時
半　

◆
場　
所

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
キ
ッ

プ
」

◆
内　
容

　

救
急
隊
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
、
心
肺
蘇
生
法
や
応
急
処
置
な

ど
の
講
習

レ
ン
タ
ル
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
お
知
ら
せ

　

消
防
署
で
は
、
町
内
会
行
事
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
救
命
活
動
に
備
え
る
た
め
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
申
請
方
法

申
請
書
（
消
防
署
に
備
え
付
け
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
消
防

署
ま
で
提
出

【
問
い
合
わ
せ
】

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活

安
全
課　

☎
�
０
１
５
０

大切な命を守るために

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

９
月
９
日
を
含
む
９
月
３
日
㈰
か

ら
９
月
９
日
㈯
ま
で
の
１
週
間
は
、

「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。

　
「
救
急
の
日
」
お
よ
び
「
救
急
医

療
週
間
」
は
、
救
急
医
療
や
救
急
業

務
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
救
急
医
療

関
係
者
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

救
急
講
習
の
ご
案
内

　

～
そ
ば
に
い
る
あ
な
た
が

　
　
　
　
　
　
　

最
初
の
救
急
隊
～

　

病
気
や
け
が
は
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
身
近
な
人

昨年、ホテルパラダイスヒルズで行われた
救急講習会の様子
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安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510

ご
み
分
別
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

　町では、今年も「栗肥土」秋の特別販
売を行います。秋の特別販売は、5 袋購
入された方に 1 袋プレゼントの特典付き
です。ぜひ、この機会にお買い求めくだ
さい。

【日　　時】
　10 月 7 日㈯　9：00 ～ 11：00

【場　　所】
　役場駐車場車庫前

【価　　格】
　１袋（10kg）300 円

【販売数量】
　500 袋
※無くなり次第終了

堆 肥

「栗
く り ぴ っ と

肥土」 秋の特別販売

お
知
ら
せ
し
ま
す

資
源
ご
み
出
荷
・
売
却
状
況資源リサイクルセンターでの

びん・缶の分別作業

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

運
動
の
重
点
目
標

◆
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止
（
特
に
、
反
射
材

用
品
な
ど
の
着
用
の
推
進

お
よ
び
自
転
車
前
照
灯
の

点
灯
の
徹
底
）

◆
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

小
学
生
の
交
通
事
故
実
態

　

過
去
５
年
（
平
成
23
～
27
年

度
）
の
全
道
統
計
分
析
を
見
る

と
、
全
死
傷
者
に
占
め
る
小
学

生
の
交
通
事
故
死
傷
者
の
構
成

率
は
、
平
成
27
年
度
に
増
加
し

て
い
ま
す
（
図
の
と
お
り
）。

　

ま
た
、
分
析
を
通
し
て
次
の

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

◆
ケ
ガ
を
す
る
の
は
１
・
２
年

生
が
最
も
多
い

◆
９
月
・
10
月
に
事
故
が
多
発

し
て
い
る

◆
登
下
校
時
間
帯
（
午
前
７
時

～
８
時
、
午
後
２
時
～
５

時
）
の
事
故
が
多
い

◆
道
路
横
断
中
の
事
故
が
多

く
、
横
断
歩
道
以
外
で
の
事

故
が
４
割
以
上

◆
自
宅
付
近（
５
０
０
㍍
以
内
）

の
事
故
が
６
割
を
占
め
る

　町では、駅前通りなどの空き店舗を活用する
方に対し、開業までに伴う経費の一部を補助し
ます。

【対象区域】駅前通りほか（対象区域図参照）
【対象となる建物】

　対象区域でかつて事業に使用されていた店舗
など

【補助対象者】
　年 260 日（通年営業）以上営業できる新規
に出店する個人または法人

【対象経費】
　空き店舗改修、備品購入、駐車場整備など、
開業までに要した経費

【補助率・補助金額】
　対象経費の 2 分の 1 以内とし、限度額は 150
万円

※ただし、補助金交付額のうち 2 割をくりや
まギフトカードで交付

【事業実績】
　平成 28 年度は、この事業で 2 店舗に補助金
を交付

【対象期間】平成 32 年 3 月 31 日まで
【申込先・問い合わせ】

　町ブランド推進課　☎ 73-7516

JR
栗
山
駅

南大通P

栗夢プラザ

中
央
通

役場

給食センター
対象区域

国道 234 号

日赤病院駅前通

対象区域図

空き店舗活用支援事業
補助制度のご案内

　

昨
年
度
は
、
家
庭
お
よ
び
事

業
所
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
排
出

量
の
う
ち
、
約
34
％
に
あ
た
る

１
１
０
４
ト
ン
が
資
源
ご
み
と

し
て
町
内
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
売
却
額（
表
の
と
お
り
）

は
、
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
ご

み
処
理
業
務
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

資
源
ご
み
の
内
訳
は
グ
ラ
フ

の
と
お
り
、
新
聞
紙
や
段
ボ
ー

ル
な
ど
の
紙
類
が
44
％
で
一
番

多
く
、
そ
の
次
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
が
20
％
、
び
ん
類
が
13
％

と
続
い
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
資
源
ご
み
も
、
き

れ
い
な
状
態
で
な
け
れ
ば
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取
っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
汚
れ
が
残
っ
て

い
る
資
源
ご
み
は
、
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で「
人
の
手
」

に
よ
り
洗
浄
や
再
分
別
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
を
出
す
際
に
は
、

汚
れ
を
落
と
す
ひ
と
手
間
に
つ

い
て
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【表】平成 28 年度  資源ごみ売却額内訳
ごみの種類 売却額（円）

缶類 664,000
ペットボトル 522,500
プラスチック類 761,336
紙類 956,980
金属類 35,120
廃油 133,000
古布 33,053

合計 3,105,989

【グラフ】平成 28 年度  資源ごみ出荷量内訳

汚れた資源ごみがないか
確認している様子

廃乾電池・廃蛍光灯・廃油、
発砲スチロール・古布
　　　　　　　　　　（4％）

金属類（3％）ガラス・陶器類
（3％）

ペットボトル
（5％）

缶類
（8％）

びん類
（13％）

プラスチック類（20％）

紙類
（44％）

【ごみ処理施設見学会】
　10 月 20 日㈮に、「ごみ処理施設見学会」を行い
ます。実際にごみの処理施設を見学していただくこ
とで、町民の皆さんにごみ分別などに対する理解を
深めていただきたいと考えていますので、ぜひご参
加ください。
※申込時期など詳細は、町広報 10 月号でお知らせ

◆
小
学
生
側
の
違
反
は
「
飛
び

出
し
」
が
最
も
多
い

　

こ
の
よ
う
な
小
学
生
の
事
故

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
次
の
こ
と

を
み
ん
な
で
実
践
し
、
児
童
の

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
教
え
る

◆
登
下
校
時
間
の
運
転
に
は
特

に
注
意
す
る

◆
大
人
が
子
ど
も
の
見
本
と
な

り
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

守
る

　
９
月
21
日
㈭　
　
　

～
30
日
㈯　
　

【図】全死傷者数に占める
　　　　　　   小学生死傷者の構成率
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【表】小学生死傷者数
年度 全死傷者数 うち小学生

平成 23 年度 19,541 人 425 人

平成 24 年度 17,849 人 408 人

平成 25 年度 15,764 人 355 人

平成 26 年度 13,905 人 311 人

平成 27 年度 13,562 人 363 人
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